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山武市学校のあり方検討委員会 第 9回会議録 

1 日    時 平成 25 年 10 月 30 日(水)  午後 1時 30 分から午後 4時 35分 

2 場    所 山武市役所 第 4会議室 

3 出 席 委 員 14 名 

4 欠 席 委 員 3 名 

5 協 議 事 項 

(1)地域別グループ協議 

(2)全体協議 

(3)その他 

 ・第 10回検討委員会の日程及び会議内容について 

7 事務局説明者 教育長、教育総務課長 外 

 

○ 開 会 

 

○ 委員長あいさつ 

 

※協議前に委員長から前回の会議録確認を各委員に依頼し、11月 6日までに訂正の連絡が無い場合は、

市ホームページで公表することとなった。 

 

○ 協 議 

(1) 地域別グループ協議 

※地域別グループ協議を行う前に、委員長から今後の協議について教育長に説明を求めた。 

教育長：事務局を代表して、本日の協議や今後の協議の参考にしていただきたく述べさせていただく。 

答申案作成の時期が迫ってきたが、いくつかの事項について確認をしたいと思っている。事

務局として先進事例に目を通している。どこも同じような課題を抱えまとめられた答申案は、

ほぼ同じような傾向にあると捉えている。順序は多少前後するが、多くはまず初めに検討に

あたっての教育理念が書かれている。次に現状と課題、将来の予想児童生徒数、アンケート

等による望まれる学校像、児童生徒像、通学区域・距離の順で書かれている。以下、地域の

歴史的な背景・経緯、地域コミュニティの観点、防災施設としての位置づけも書かれている。

さらには財政的見地からの考え方も言及されている。そして最後にそれらを十分に考慮した

うえで、当該市の考え方を示して、目指す具体的な案として実施年数も含め書かれている。

将来に向けた課題が書かれている自治体もある。現実はというと、そう簡単に答申案、理想

案というのは作成できていない。理想と現実の間で何を基準とするのか、許容ラインをどこ

で引くかをどこも悩んでいるようである。例えとしてだが、望ましい学校規模は小学校では

学年 2学級以上と謳っていて、地域コミュニティのことも大事だと書かれているが、現実は

そこまでは至らない。許容ラインとしては 1学年１学級なら存続を認める。中学校では教科

担任を確保できる 9学級を限度とすると書かれているところもある。答申案を提出して教育

委員会の原案作成を経て計画を実行する訳だが、先進事例を見聞するまでもなく、それぞれ

の地域、保護者から強い反対論、抵抗が予想される。これを突破できるか否かは、答申案が 

確固たる教育理念に基づいて作られたものか、あり方検討委員会の共通した教育の価値観の

ようのものが、しっかり書かれる必要があると考える。検討委員会委員の皆様は地域や学校

の代表であり、それぞれの立場で悩み苦渋の選択を余儀なくされることもあると思うがよろ

しくお願いする。また、統廃合を行うにあたっては、施設の問題、地元の方の理解を得る問
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題もあり、一気に何年までに全ての課題を全校解決させることは、現実には無理があるので、 

統廃合計画を 1期、2期、3期と段階的に進めるという風に書かれているものもあること紹介

する。答申案の作成については、先進事例を基にいくつかの留意点を述べさせていただいた

が、当市における作成については、今一つ重要な点があるのでご留意をいただきたいと思う。

それは、当市における答申案の作成は、中学校の生徒数が推計できる平成 37 年度の数をもっ

て考えていただきたい。さらに平成 37年度以降の将来像として、望ましい学校配置、学校規

模というものがあれば、これも答申いただければと願っている。さらに先進事例では、施設

の跡地利用、施設の利用、学校名や校歌、校章、校旗、ＰＴＡなどについても言及している

答申案もある。山武市教育委員会としては、平成 37 年度を待つというこうとではなく、今年

度末に出される答申案によって、即時原案作りに取り掛かろうと考えており、出来るところ

から手がけていきたいと考えている。この後の協議では、前回の 4グループで検討いただい

た内容について、全体での質疑をして再度協議を行うことを予定していたが、時間の節約を

考え、まず、私から想定できるような質問をさせていただいて、その後、さらに各委員さん

から疑問に思っていることを出していただいて、それらを考慮しながら 4グループの協議を

進めていただきたいと考えているのでよろしくお願いする。 

 

※各地域の協議内容に対し教育長から各委員へ質問事項を述べた。 

  

  ※各委員及び事務局が地域別に別れグループ協議を行った。 

 

  ※グループ協議終了後、各地域のリーダーから今回(現時点)の協議結果の報告を行った。 

 

  ※各地域の発表に対しての質疑を行った。 

  

 (2) その他 

  事務局：第 10回検討委員会の日程及び会議内容についての説明（教育総務課長） 

      説明概要については以下のとおり。 

 次回の会議日程については 12月 6日を予定している。時間は午後 1時 30 分から、場所

は車庫等の第 7会議室である。 

      ※次回の会議は 12 月 6 日に決定。 

  

閉会 


